
ご入学おめでとうございます

　4月11日（月）小中学校で入学式があり、小学
校28人、中学校17人の新入生が真新しい制服に
身を包み、新たな学校生活をスタートさせました。

今月の主な内容
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「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
」

町
民
の
皆
様
に
は
、
感
染
症
対
策
の
徹
底
に

ご
理
解
・
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と

に
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

国
内
、
さ
ら
に
は
県
内
で
は
、
第
５
波
を
大

き
く
超
え
て
感
染
が
急
拡
大
し
た
中
、
１
月
27
日

か
ら
、
政
府
に
よ
る
「
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措

置
」
が
県
内
全
域
に
適
用
さ
れ
ま
し
た
。

町
民
の
皆
様
か
ら
、
感
染
リ
ス
ク
の
高
い
場

所
へ
の
外
出
・
移
動
の
自
粛
、
公
の
施
設
の
休
館

等
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
県
内
全
体
で
も
感
染

が
減
少
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
措
置
の
県
内

で
の
適
用
は
、
２
月
20
日
に
解
除
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
多
く
の
都
道
府
県
で
、
適

用
が
延
長
さ
れ
た
と
い
う
実
状
に
鑑
み
、
進
め
て

お
り
ま
し
た
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
早
期
に

完
了
す
る
た
め
、
２
月
21
日
か
ら
、
そ
の
手
法
を

集
団
接
種
と
し
て
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

併
せ
て
、
５
歳
以
上
11
歳
以
下
の
小
児
に
対

し
ま
し
て
は
、
小
児
科
医
が
常
駐
し
て
い
る
公
立

邑
智
病
院
に
よ
る
、
集
団
接
種
と
し
て
進
め
て
お

り
ま
す
。

引
き
続
き
、
関
係
機
関
等
と
連
携
し
、
１
・

２
回
目
の
接
種
が
未
完
了
の
方
も
含
め
、
希
望
す

る
全
て
の
方
々
が
、
早
期
に
接
種
で
き
る
よ
う
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

町
と
し
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
、
町
民
の
皆

様
の
命
と
暮
ら
し
、
そ
し
て
町
内
事
業
者
を
守
る

た
め
、
国
や
県
、
医
療
機
関
等
と
緊
密
に
連
携
し

な
が
ら
、
感
染
拡
大
防
止
と
地
域
経
済
の
回
復
に

必
要
な
対
策
等
に
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

「
治
水
対
策
」

３
月
下
旬
に
、
江
の
川
流
域
治
水
推
進
室
に

よ
り
公
表
さ
れ
る
予
定
の
、
今
後
の
整
備
方
針
や

将
来
像
、
地
区
別
の
具
体
的
な
計
画
な
ど
に
つ
い

て
と
り
ま
と
め
た
「
江
の
川
中
下
流
域
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
」
に
は
、
瀬
尻
・
久
料
谷
、
谷
の
地
区
別

の
河
川
整
備
の
方
向
性
が
、
盛
り
込
ま
れ
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
じ
く
３
月
下
旬
に
、
県
に
よ
る
現

行
の
「
江
の
川
水
系
下
流
支
川
域
河
川
整
備
計

画
」
が
、「
矢
谷
川
」
の
整
備
に
関
し
て
、「
土
地

利
用
一
体
型
水
防
災
事
業
を
活
用
し
た
宅
地
嵩
上

げ
」
が
盛
り
込
ま
れ
て
、
変
更
さ
れ
る
運
び
と

な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
開
会
中
の
２
月
定
例
県
議
会
に
提

案
さ
れ
て
い
る
、
県
の
当
初
予
算
に
は
、
矢
谷
川

の
河
川
整
備
に
係
る
詳
細
設
計
費
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

県
に
よ
る
こ
う
し
た
動
き
は
、
地
元
と
連
携

し
て
検
討
し
た
ま
ち
づ
く
り
構
想
と
河
川
整
備
を

一
体
的
に
進
め
よ
う
と
す
る
、
国
に
よ
る
流
域
治

水
対
策
の
、
早
期
着
工
を
呼
び
込
む
こ
と
に
な
る

も
の
と
、
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
瀬
尻
・
久
料
谷
地
区
に
つ
き
ま
し

て
は
、
１
月
か
ら
、
国
に
よ
り
、
出
水
期
ま
で
に

完
成
す
る
予
定
で
応
急
対
策
工
事
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
詳
細
設
計
・
用
地
測
量
・
建
物
調
査
及
び

準
備
工
事
が
、
行
わ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま

す
。谷

地
区
に
つ
き
ま
し
て
も
、
同
じ
く
１
月
か

ら
、
国
及
び
県
に
よ
り
、
出
水
期
ま
で
に
完
成
す

る
予
定
で
応
急
対
策
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

詳
細
設
計
・
用
地
測
量
・
建
物
調
査
が
行
わ
れ
る

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
と
し
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
、
地
元
協
議

会
と
し
っ
か
り
と
連
携
し
、
今
後
は
、
軸
足
を
早

期
完
成
に
移
し
、
国
・
県
に
働
き
か
け
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
た
、
２
月
か
ら
、
地
質
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査

が
行
わ
れ
て
い
る
、
川
本
堤
防
の
完
成
堤
防
化
に

向
け
ま
し
て
は
、
策
定
を
予
定
し
て
い
る
、
弓
市

の
魅
力
向
上
の
実
現
に
向
け
た
推
進
計
画
も
反
映

し
な
が
ら
、
国
に
対
し
て
、
強
固
に
働
き
か
け
て

ま
い
り
ま
す
。

日
向
地
区
の
治
水
対
策
や
因
原
地
区
、
尾
原

地
区
の
内
水
排
除
対
策
に
つ
き
ま
し
て
も
、
早
期

事
業
化
が
実
現
す
る
よ
う
、
継
続
し
て
強
く
要
望

し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
医
療
・
介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
強
化
」

こ
の
た
び
、「
第
６
次
川
本
町
総
合
計
画
」
に

お
け
る
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
と
し
て
大

き
く
掲
げ
て
い
る
「
医
療
・
介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
強
化
」
の
実
現
に
向
け
た
推
進
計
画
と
な

る
、「
基
本
プ
ラ
ン
」
を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。

総
合
計
画
策
定
の
最
中
に
、
軌
を
一
に
す
る

よ
う
に
構
想
さ
れ
た
、
社
会
医
療
法
人
仁
寿
会
・

加
藤
病
院
に
よ
る
、
新
築
移
転
計
画
は
、
町
民
の

皆
様
の
暮
ら
し
守
る
社
会
資
本
と
も
言
う
べ
き
、

医
療
面
に
お
け
る
本
町
へ
の
多
大
な
貢
献
力
や
、

雇
用
創
出
面
で
の
絶
大
な
牽
引
力
な
ど
か
ら
、
実

現
に
向
け
て
方
向
性
と
時
間
軸
を
合
わ
せ
て
臨
む

こ
と
こ
そ
が
、
本
町
の
持
続
可
能
性
を
揺
る
ぎ
の

な
い
も
の
に
す
る
で
あ
ろ
う
、
と
の
思
慮
に
至
る

に
充
分
な
も
の
で
し
た
。

町
と
し
ま
し
て
は
、
施
設
面
、
立
地
面
、
と

り
わ
け
設
備
面
で
抱
え
て
お
ら
れ
ま
す
、
喫
緊
の

課
題
の
早
期
解
決
に
向
け
て
、
老
朽
化
し
て
い
る

「
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
か
わ
も
と
」
エ
リ
ア
の
町

有
地
を
提
供
す
る
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

仁
寿
会
で
は
、
年
頭
に
、
町
民
の
皆
様
向
け

に
配
布
さ
れ
た
広
報
誌
に
お
い
て
、
計
画
の
概
要

を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
６
年
の
春
に
予
定
さ
れ
ま
す
移
転
新
築

が
完
了
す
る
ま
で
の
間
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
の

事
務
所
は
役
場
庁
舎
内
に
移
転
し
て
い
た
だ
き
、

ま
た
、
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
に
つ
い

て
は
、
川
本
小
学
校
集
会
室
で
運
営
す
る
な
ど
し

て
、
暫
定
対
応
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
連
携
強
化
を
狙
い
、
住
民
主
体
に
よ
る
た
す
け

あ
い
活
動
、
福
祉
、
健
康
推
進
・
介
護
予
防
事

業
、
子
育
て
支
援
の
４
つ
の
機
能
を
集
約
化
・
拠

点
化
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
機
を
捉
え
、
官
民
の
連
携
、
団
体
自
治

と
住
民
自
治
と
の
融
合
に
よ
る
、
本
町
な
ら
で
は

の
、
言
う
な
れ
ば
川
本
モ
デ
ル
の
「
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
を
目
指
し
、
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
具
現
化
に
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま

す
。

令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算

「
第
６
次
川
本
町
総
合
計
画
」
に
よ
る
、
人
口

減
少
対
策
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
事
業
や
、
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
て
行
う

感
染
症
対
策
に
加
え
、
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
新
た
な

課
題
に
も
対
応
し
な
が
ら
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を

見
据
え
、
地
域
経
済
を
回
復
さ
せ
る
施
策
に
つ
い

て
、
重
点
的
に
盛
り
込
ん
だ
と
こ
ろ
で
す
。

一
般
会
計
の
当
初
予
算
額
は
、
44
億
１
，８
１

７
万
４
千
円
と
な
り
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、

２
億
３
，４
９
２
万
３
千
円
、
５・６
％
の
増
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。
主
な
増
額
の
要
因
は
、
定
住
促

進
住
宅
整
備
事
業
や
小
中
学
校
長
寿
命
化
事
業
等

の
新
規
事
業
に
よ
る
、
普
通
建
設
事
業
費
の
２
億

４
，０
５
５
万
８
千
円
の
増
や
、
公
債
費
の
５
，３

２
４
万
円
の
増
、
感
染
症
関
連
事
業
費
の
６
，３

９
７
万
５
千
円
の
増
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
主
な
減
額
の
要
因
は
新
可
燃
ご
み
共

同
処
理
施
設
整
備
事
業
費
の
３
億
１
，９
０
２
万

７
千
円
の
皆
減
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。

第
６
次
総
合
計
画
に
基
づ
く
主
要
施
策�

�

（
抜
粋
）

「
住
み
慣
れ
た
地
域
の
暮
ら
し
が�

�

持
続
す
る
ま
ち
」

⃝

公
共
交
通
の
充
実

よ
り
利
便
性
の
高
い
最
適
な
環
境
が
構
築
で

き
る
よ
う
、
地
域
関
係
者
や
交
通
事
業
者
と
連
携

し
、
新
た
な
地
域
公
共
交
通
計
画
を
策
定
す
る
。

令
和
４
年
度 

町
長
施
政
方
針
（
令
和
４
年
第
１
回
川
本
町
議
会
定
例
会
よ
り
）
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⃝
移
住
・
交
流
の
推
進

「
夢
と
可
能
性
に
挑
戦
す
る
人
財
定
住
助
成
事

業
」
に
つ
い
て
は
、
Ｕ
タ
ー
ン
者
の
傾
向
や
企
業

の
人
材
確
保
の
視
点
も
持
ち
な
が
ら
、
新
た
に
国

家
資
格
取
得
者
に
つ
い
て
、
定
住
時
の
補
助
金
を

加
算
し
て
い
く
。

新
た
に
、
国
・
県
の
事
業
を
活
用
し
、
本
町

出
身
の
学
生
等
と
の
つ
な
が
り
強
化
に
取
り
組
む

等
、
Ｕ
タ
ー
ン
の
促
進
に
力
を
入
れ
て
い
く
。

⃝

居
住
環
境
の
充
実

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
見
合
わ
せ
て
い
た
定
住
促

進
住
宅
の
建
設
や
、
新
た
に
、
民
間
事
業
者
と
連

携
し
た
空
き
家
を
活
用
し
た
定
住
促
進
住
宅
事
業

に
取
り
組
み
、
住
環
境
の
整
備
を
図
る
。

町
営
住
宅
や
民
間
住
宅
の
促
進
、
空
き
家
活

用
等
も
含
め
、
総
合
的
な
住
環
境
整
備
を
計
画
的

に
行
う
指
針
と
な
る
、
住
生
活
基
本
計
画
を
策
定

す
る
。

「
暮
ら
し
を
支
え
る
生
業
、
地
域
資
源
を�

�

活
か
し
た
産
業
が
根
付
く
ま
ち
」

⃝

担
い
手
の
確
保

新
規
就
農
者
な
ど
に
対
し
て
は
、
新
た
に
、

必
要
と
な
る
ハ
ウ
ス
施
設
の
整
備
を
支
援
し
て
い

く
。

⃝

特
産
品
の
振
興

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
邑
智
と
連
携
し
た
取
り
組
み
、

ピ
ー
マ
ン
の
生
産
振
興
に
つ
い
て
は
、
更
に
生
産

者
が
増
え
る
見
込
み
で
あ
り
、
継
続
し
て
支
援
し

て
い
く
。

⃝

有
害
鳥
獣
対
策

防
御
・
捕
獲
・
追
い
払
い
を
効
果
的
に
実
施

で
き
る
よ
う
、
新
た
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
対
策

の
可
能
性
を
検
討
す
る
た
め
に
、
地
域
や
猟
友
会

と
協
働
し
て
、
実
証
実
験
を
行
う
。

⃝

畜
産
の
振
興

新
た
に
１
名
の
若
手
新
規
就
農
者
が
、
畜
産

に
取
り
組
む
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
繁
殖
雌
牛
の

更
新
助
成
や
予
防
接
種
の
補
助
な
ど
、
経
営
の
安

定
化
や
強
化
を
進
め
て
い
く
。

⃝

商
工
業
の
振
興

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
影
響
を
受
け
て
い
る
事

業
者
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
落
ち
込
ん
で
い
る

消
費
を
喚
起
し
て
い
く
。

⃝

電
子
決
済
の
普
及
促
進

電
子
決
済
に
対
応
す
る
た
め
、
端
末
設
置
や

会
計
処
理
の
煩
雑
さ
な
ど
の
、
事
業
者
負
担
を
軽

減
す
る
措
置
を
講
じ
た
上
で
、
開
発
費
用
の
軽
減

の
た
め
、
既
存
の
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、
導
入
を
促
し
て
い
く
。

利
用
時
に
は
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る
こ
と

で
、
消
費
喚
起
を
伴
い
な
が
ら
、
事
業
所
と
町
民

の
皆
様
の
デ
ジ
タ
ル
リ
テ
ラ
シ
ー
を
高
め
、
普
及

を
促
進
し
て
い
く
。

⃝

観
光
の
振
興

新
た
に
、
本
町
の
歴
史
、
文
化
、
自
然
、
施

設
な
ど
を
資
源
と
し
て
、
丸
山
城
な
ど
の
史
跡
を

活
か
し
た
観
光
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
観
光

協
会
を
中
心
に
町
内
事
業
者
と
も
連
携
し
て
、
本

町
の
フ
ァ
ン
獲
得
と
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
っ
て

い
く
。

⃝

誘
致
企
業
と
の
連
携

株
式
会
社
三
協
か
ら
寄
贈
い
た
だ
い
た
「
河

津
桜
」
と
寄
附
を
活
用
し
、
町
民
の
皆
様
の
憩
い

の
場
や
交
流
の
場
と
な
る
ゾ
ー
ン
整
備
を
構
想
し

て
お
り
、
地
元
の
皆
様
や
子
育
て
世
代
の
方
々
な

ど
か
ら
、
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
通
じ
て
い
た
だ
い

て
い
る
ご
意
見
を
反
映
し
て
、
今
後
、
計
画
化
し

て
い
く
。

⃝

雇
用
対
策

同
社
の
島
根
川
本
工
場
で
は
、
生
産
量
の
増

加
に
対
応
す
る
た
め
、
本
社
で
の
研
修
を
要
し
な

い
地
元
採
用
の
従
業
員
募
集
を
開
始
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
県
の
人
材
確
保
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
連

携
し
て
、
雇
用
の
増
加
に
向
け
て
支
援
し
て
い

く
。

「
子
ど
も
達
の
夢
を
育
み
、�

�

挑
戦
す
る
人
材
が
育
つ
ま
ち
」

⃝

学
校
教
育

本
町
な
ら
で
は
の
魅
力
あ
る
学
校
教
育
の
あ

り
方
や
、
児
童
生
徒
が
安
心
し
て
学
べ
る
教
育
環

境
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
、「
町
立
学
校
の
あ

り
方
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
た
。

町
が
今
後
目
指
す
べ
き
教
育
環
境
整
備
の
基

本
方
針
策
定
に
向
け
て
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

⃝

教
育
環
境
の
整
備

小
・
中
学
校
基
礎
調
査
の
結
果
を
基
に
、
施

設
設
備
の
安
全
性
確
保
の
観
点
か
ら
、
必
要
な
修

繕
を
実
施
す
る
ほ
か
、
災
害
時
に
避
難
所
と
し
て

の
機
能
が
十
分
に
果
た
せ
る
よ
う
、
体
育
館
へ
の

多
目
的
ト
イ
レ
の
設
置
や
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な

ど
の
改
修
を
実
施
す
る
。

⃝

ふ
る
さ
と
教
育
の
推
進

子
ど
も
達
が
身
近
な
大
人
と
の
対
話
を
通
し

て
、
地
域
に
貢
献
す
る
気
持
や
、
地
域
を
大
切
に

す
る
心
を
培
う
た
め
に
、
新
た
に
「
多
世
代
対
話

活
動
事
業
」
に
取
り
組
む
。

間
も
な
く
完
成
す
る
「
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
」

を
活
用
し
、
幅
広
い
世
代
が
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着

と
誇
り
を
実
感
で
き
る
よ
う
、
町
の
歴
史
や
自

然
、
文
化
財
の
歴
史
的
価
値
な
ど
を
学
び
直
す
機

会
を
創
出
し
て
い
く
。

⃝

文
化
振
興

拠
点
で
あ
る
悠
邑
ふ
る
さ
と
会
館
の
安
定
的

運
営
を
図
る
た
め
、
ホ
ー
ル
系
空
調
設
備
で
あ
る

吸
収
式
冷
温
水
発
生
機
の
予
防
保
全
工
事
を
行

う
。利

用
頻
度
の
高
い
マ
ル
チ
ホ
ー
ル
に
つ
い
て

は
、
よ
り
効
率
的
な
空
調
設
備
に
更
新
し
、
快
適

な
施
設
利
用
と
管
理
経
費
の
削
減
を
目
指
し
て
い

く
。

⃝

島
根
中
央
高
校
の
魅
力
化
支
援

川
本
中
学
校
の
生
徒
は
も
ち
ろ
ん
、
県
内
外

の
生
徒
が
入
学
し
、
よ
り
充
実
し
た
高
校
生
活
を

過
ご
せ
る
よ
う
、
昨
年
度
設
置
さ
れ
た
「
教
育
創

生
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
島
根
中
央
」
を
中
心
と
し
て

協
働
体
制
を
強
化
し
、
支
援
し
て
い
く
。

「
す
べ
て
の
住
民
が
、�

�

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」

⃝

防
災
・
消
防

近
年
頻
発
し
て
い
る
因
原
地
区
に
お
け
る
内

水
被
害
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
流
入
量
等
を
調
査

し
、
国
・
県
に
よ
る
対
策
へ
の
要
望
活
動
に
反
映

し
て
い
く
。

消
防
団
に
つ
い
て
は
、
国
か
ら
の
通
知
を
受

け
、
報
酬
及
び
、
出
動
報
酬
を
増
額
す
る
な
ど
、

処
遇
を
改
善
す
る
と
と
も
に
、
装
備
品
の
充
実
を

図
り
な
が
ら
、
団
員
の
加
入
を
促
進
し
て
い
く
。

⃝

中
心
市
街
地
の
機
能
強
化

昨
年
９
月
に
県
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
、
主
要

地
方
道
川
本
波
多
線
川
本
工
区
の
ル
ー
ト
や
、
社

会
医
療
法
人
仁
寿
会
・
加
藤
病
院
の
移
転
新
築
計

画
を
踏
ま
え
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
掲
げ
た

「
コ
ン
パ
ク
ト
タ
ウ
ン
弓
市
の
魅
力
向
上
」
の
実

現
に
向
け
た
推
進
計
画
を
策
定
し
て
い
く
。

⃝

道
路
整
備

町
道
田
原
絵
堂
線
に
つ
い
て
は
、
三
原
地
内

で
約
８
２
０
ｍ
間
の
道
路
改
良
工
事
を
行
う
。

主
要
地
方
道
川
本
波
多
線
川
本
工
区
の
道
路

改
良
事
業
に
つ
い
て
は
、
測
量
調
査
、
詳
細
設
計

が
行
わ
れ
る
予
定
。

川
本
大
橋
に
つ
い
て
は
、
橋
梁
長
寿
命
化
工

事
が
行
わ
れ
る
予
定
。

⃝

飲
料
水
供
給
施
設
整
備

飲
料
水
確
保
を
目
的
と
し
た
井
戸
設
置
に
対

す
る
補
助
制
度
に
つ
い
て
は
、
２
戸
以
上
で
共
同

利
用
さ
れ
る
場
合
、
補
助
率
と
限
度
額
を
引
き
上

げ
、
普
及
を
促
進
し
て
い
く
。

⃝

環
境
衛
生

邑
智
郡
総
合
事
務
組
合
が
整
備
を
進
め
て
い

た
、
新
可
燃
ご
み
共
同
処
理
施
設
及
び
最
終
処
分

場
施
設
が
共
用
開
始
と
な
り
、
今
後
一
層
、
ご
み

分
別
の
徹
底
や
減
量
化
を
進
め
て
い
く
。

「
効
率
的
な
行
財
政
運
営
の
推
進
」

⃝

行
政
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

邑
智
郡
総
合
事
務
組
合
と
共
同
で
、
自
治
体

情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
・
共
通
化
に
取
り
組

む
。行

政
デ
ジ
タ
ル
分
野
に
長
け
た
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
共
に
、
各
種
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
や
、

窓
口
の
デ
ジ
タ
ル
化
等
に
向
け
た
方
針
を
定
め
た

上
で
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
業
務
の
効
率
化

に
つ
な
が
る
、
自
治
体
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
で
い
く
。



定

例

会

臨

時

会

令
和
４
年
第
１
回
臨
時
会
が
１
月
21

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

予
算
案
件
１
件
、
そ
の
他
案
件
１
件

が
提
案
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

令
和
４
年
第
１
回
定
例
会
が
３
月
11

日
か
ら
17
日
ま
で
の
７
日
間
、
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
野
坂
町
長
の
施
政
方
針

が
述
べ
ら
れ
、
条
例
案
件
８
件
、
予
算

案
件
６
件
、
そ
の
他
案
件
11
件
の
25
議

案
と
議
員
発
議
１
件
、
議
会
運
営
委
員

会
か
ら
発
委
１
件
が
提
案
さ
れ
、
慎
重

審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

令
和
４
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て

は
、
議
員
全
員
で
構
成
す
る
予
算
特
別

委
員
会
を
設
置
し
て
審
査
し
ま
し
た
。

最
終
日
の
委
員
長
報
告
の
後
に
採
決
が

行
わ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し

た
。一

般
質
問
は
、
５
名
の
議
員
か
ら
当

面
す
る
町
の
諸
問
題
に
つ
い
て
質
問
が

あ
り
、
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し

た
。

【令和４年第１回臨時会】	 ○：賛成　●：反対

区分 議　　案　　の　　内　　容 香
取

中
平

圓
山

本
山

木
村

石
川

植
田

片
岡 結果

予 算 令和３年度川本町一般会計補正予算（第９号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
その他 川本町過疎地域持続的発展計画の策定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

【令和４年第１回定例会】
区分 議　　案　　の　　内　　容 香

取
中
平

圓
山

本
山

木
村

石
川

植
田

片
岡 結果

条 例

消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
消防団員等公務災害補償条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
川本町学習交流センターの設置及び管理に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
川本町まちごと魅力化センターの設置及び管理に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
川本町国民健康保険税条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
川本町営住宅設置管理条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
川本町サウンド・アミュージアムの設置及び管理に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
川本町民体育館設置及び管理に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

予 算

令和３年度川本町一般会計補正予算（第10号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
令和４年度川本町一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
令和４年度川本町国民健康保険事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
令和４年度川本町後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
令和４年度川本町簡易水道事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
令和４年度川本町農業集落排水処理事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

その他

辺地に係る総合整備計画の一部変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
権利の放棄（光通信サービス料に係る債権） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
工事請負変更契約の締結（町道三島三谷線（災害防除）工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
川本町サウンド・アミュージアムの指定管理者の指定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
川本町固定資産評価審査委員会の委員の選任（２件） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意
川本町農業委員会農業委員の選任（５件） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

発 議 ロシアによるウクライナ侵攻に抗議する決議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
発 委 川本町議会委員会条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

採　決　の　結　果
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中
平
議
員

本
町
の
町
営
住
宅
は
、
定
住
促
進
住

宅
を
除
く
と
、
経
年
劣
化
や
老
朽
化
に

伴
い
修
繕
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
用
途

廃
止
や
建
て
替
え
が
必
要
と
な
る
も
の

が
多
く
あ
り
、
ま
た
、
空
室
も
多
数
あ

る
。
町
と
し
て
現
状
の
認
識
と
今
後
の

課
題
に
つ
い
て
問
う
。

高
良
町
民
生
活
課
長

管
理
状
況
か
ら
み
た
課
題
と
し
て

は
、
耐
用
年
数
の
経
過
な
ど
著
し
い
老

朽
化
へ
の
対
応
、
ト
イ
レ
、
浴
室
、
台

所
設
備
な
ど
居
住
水
準
向
上
へ
の
対
応

な
ど
、
用
途
廃
止
も
含
め
た
計
画
的
な

一
般
質
問

町
営
住
宅
の
現
状
と
課
題

に
つ
い
て
問
う
。

高
良
町
民
生
活
課
長
＝
町
民
の

皆
様
の
住
生
活
の
安
定
と
向
上

を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議

員

発

議

発

委

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
抗

議
す
る
決
議

武
力
行
使
に
よ
り
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
主

権
と
領
土
の
一
体
性
を
侵
害
す
る
ロ
シ

ア
の
行
動
は
、
明
ら
か
に
国
際
法
に
違

反
す
る
行
為
で
あ
り
、
断
じ
て
容
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
川
本
町
議
会

と
し
て
、
こ
う
し
た
暴
挙
を
見
過
ご
す

こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
議
員
全
員
に

よ
る
提
案
に
よ
り
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
抗
議
す
る
決
議
を
行

い
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

決
議
で
は
、
ロ
シ
ア
政
府
が
軍
に
よ

る
攻
撃
を
即
時
か
つ
無
条
件
に
停
止

し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
全
土
か
ら
撤
退
す
る

よ
う
強
く
求
め
る
と
と
も
に
、
日
本
国

政
府
に
対
し
て
も
邦
人
の
安
全
確
保
は

も
と
よ
り
、
事
態
の
解
決
に
向
け
て
国

際
社
会
に
お
け
る
我
が
国
の
地
位
に
ふ

さ
わ
し
い
積
極
的
な
対
応
を
求
め
て
い

ま
す
。

決
議
文
は
、
在
日
ロ
シ
ア
大
使
、
在

日
ウ
ク
ラ
イ
ナ
大
使
を
は
じ
め
、
衆
参

両
院
議
長
、
関
係
閣
僚
、
地
元
選
出
国

会
議
員
に
郵
送
し
て
い
ま
す
。

川
本
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

円
滑
な
議
会
運
営
を
進
め
る
た
め
、

議
会
運
営
委
員
会
の
委
員
数
を
５
人
か

ら
７
人
に
増
や
し
、
正
副
議
長
を
含
め

た
議
員
全
員
が
委
員
会
に
参
加
で
き
る

よ
う
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

5 広報かわもと 2022.4

委
員
会
審
査
報
告
書

予
算
特
別
委
員
会

　
委
員
長　
石
川　
達
也

本
委
員
会
は
、
付
託
議
案
を
審
査
し

た
結
果
、
左
記
の
と
お
り
決
定
し
た
の

で
、
会
議
規
則
第
76
条
の
規
定
に
よ
り

報
告
し
ま
す
。

議案番号 付　託　事　件　名 審査結果

議案第13号 令和４年度川本町一般会計予算 原案可決

議案第14号 令和４年度川本町国民健康保険事業特別会計予算 原案可決

議案第15号 令和４年度川本町後期高齢者医療特別会計予算 原案可決

議案第16号 令和４年度川本町簡易水道事業特別会計予算 原案可決

議案第17号 令和４年度川本町農業集落排水処理事業特別会計予算 原案可決

川本町国民健康保険事業特別会計 ４億9,947万２千円

川 本 町 後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 １億5,276万円

川 本 町 簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 １億8,911万５千円

川本町農業集落排水処理事業特別会計 5,450万円

前年度対比
5.6％増

令和４年度一般会計
� 当初予算　44億1,817万4千円



改
善
・
整
備
が
必
要
で
あ
る
。
入
居
状

況
か
ら
み
た
課
題
と
し
て
は
、
高
齢
者

等
の
居
住
ニ
ー
ズ
や
移
住
・
定
住
な

ど
、
社
会
環
境
の
変
化
を
踏
ま
え
た
新

た
な
住
宅
の
建
設
や
管
理
の
在
り
方
の

検
討
が
必
要
で
あ
る
。
こ
う
し
た
課
題

を
踏
ま
え
て
３
月
末
に
は
、
次
期
「
川

本
町
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
」
を

策
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

◎
そ
の
他
の
質
問

⃝
�

観
光
・
交
流
の
充
実
に
つ
い
て
問

う
。

木
村
議
員

全
国
で
変
異
株
「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
」

本
山
議
員

災
害
対
策
基
本
法
で
は
、
自
助
・
共

助
・
公
助
に
関
す
る
規
定
が
追
加
さ
れ

地
区
別
防
災
計
画
が
施
行
さ
れ
た
が
、

町
と
し
て
の
取
り
組
み
を
伺
う
。
ま

た
、
災
害
時
の
業
務
継
続
計
画
の
策
定

状
況
に
つ
い
て
問
う
。

野
坂
町
長

本
町
と
し
て
は
災
害
時
に
、
自
治
会

が
対
応
す
べ
き
こ
と
、
自
治
会
に
お
願

い
し
た
い
こ
と
な
ど
が
整
理
し
き
れ
て

お
ら
ず
、
ま
た
、
避
災
経
験
や
避
難
経

験
の
有
無
に
よ
り
、
自
治
会
に
よ
っ
て

も
取
り
組
み
に
差
が
あ
る
現
状
か
ら
、

地
区
別
計
画
を
整
備
す
る
と
こ
ろ
ま
で

至
っ
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
今
後
は
、

感
染
・
自
宅
待
機
者
等
の

生
活
支
援
策
を
問
う
。

櫻
本
健
康
福
祉
課
長
＝
や
む
な

く
自
宅
療
養
を
す
る
町
民
に
対

し
、
待
機
期
間
中
で
も
不
便
が

無
い
よ
う
、
食
料
等
の
支
援
を

す
る
。

昭
和
47
年
の
災
害
か
ら
50

年
を
迎
え
た
心
境
を
問
う
。

野
坂
町
長
＝
半
世
紀
、
持
ち
越

さ
れ
た
治
水
対
策
を
私
の
使
命

と
し
て
、
決
意
を
新
た
に
働
き

か
け
て
い
く
。

南
佐
木
残
土
処
理
場
の
活

用
に
つ
い
て
問
う
。

名
原
産
業
振
興
課
長
＝
地
元
の

方
々
や
㈱
三
協
と
の
協
議
を
重

ね
な
が
ら
有
効
活
用
を
進
め
て

い
く
。

に
よ
る
感
染
急
拡
大
が
続
く
中
、
陽
性

や
濃
厚
接
触
と
な
り
、
自
宅
待
機
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
、
そ
の
間

の
生
活
が
継
続
可
能
な
支
援
策
を
問

う
。

櫻
本
健
康
福
祉
課
長

自
宅
療
養
者
の
健
康
管
理
は
、
保
健

所
や
町
役
場
等
で
経
過
観
察
を
実
施
す

る
。日

用
品
等
支
援
に
つ
い
て
は
、
島
根

県
か
ら
支
給
さ
れ
る
食
料
等
が
到
着
す

る
ま
で
の
間
、
町
と
し
て
県
に
準
じ
た

食
料
物
資
を
提
供
す
る
。
島
根
県
か
ら

は
、
待
機
期
間
分
の
パ
ッ
ク
ご
飯
や
レ

ト
ル
ト
食
品
が
配
送
さ
れ
る
。

高
齢
者
、
小
児
対
象
メ
ニ
ュ
ー
等
、

支
給
物
資
以
外
で
必
要
な
も
の
が
あ
る

場
合
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
で
買
い
物

代
行
サ
ー
ビ
ス
も
用
意
さ
れ
て
お
り
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
や
感
染
対
策
に
も

十
分
配
慮
し
、
生
活
支
援
体
制
を
整
え

て
い
る
。

◎
そ
の
他
の
質
問

⃝

江
の
川
治
水
対
策
に
つ
い
て
問
う
。

避
難
行
動
要
支
援
者
の
個
別
避
難
計
画

の
策
定
や
避
難
所
運
営
訓
練
、
防
災
訓

練
を
継
続
的
に
行
い
、
地
域
の
防
災
力

を
高
め
る
と
同
時
に
、
防
災
意
識
面
で

の
課
題
を
自
治
会
と
協
議
を
重
ね
、
地

区
別
防
災
計
画
の
作
成
に
向
け
て
支
援

し
て
い
く
。

川
本
町
の
業
務
継
続
計
画
は
、
災
害

時
一
定
の
業
務
を
的
確
に
行
え
る
よ
う

策
定
し
て
あ
る
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・

感
染
症
対
応
の
業
務
継
続
計
画
の
策
定

も
し
て
あ
る
。

◎
そ
の
他
の
質
問

⃝
�

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
時
代
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

6広報かわもと 2022.4



コ
ロ
ナ
、
ガ
ソ
リ
ン
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
、
い
ず
れ
も
早
く
収
束
し
て
ほ
し
い

と
願
う
事
柄
で
あ
り
、
感
染
症
の
克

服
、
経
済
の
安
定
、
そ
し
て
、
世
界
平

和
を
祈
る
毎
日
で
す
。

さ
て
、
最
近
よ
く
大
森
に
足
を
運
ん

で
お
り
、
町
並
み
を
歩
き
、
古
民
家
を

改
修
し
た
茶
屋
で
コ
ー
ヒ
ー
を
注
文
し

ま
す
。
こ
の
ル
ー
テ
ィ
ン
が
、
何
と
も

心
地
よ
く
、
江
戸
時
代
か
ら
脈
々
と
受

け
継
が
れ
た
大
森
の
歴
史
が
心
に
響
い

て
き
ま
す
。
約
300
年
前
の
こ
の
地
区
の

人
口
は
、
江
戸
を
上
回
っ
て
い
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
本
町
に
目
を
移
す

と
、
30
年
後
に
は
人
口
が
千
人
時
代
の

現
実
が
待
ち
構
え
て
い
ま
す
。
こ
の
ま

ま
座
し
て
衰
退
を
待
つ
の
か
、
そ
れ
と

も
一
心
不
乱
に
何
か
を
や
っ
て
み
る
の

か
。
そ
の
何
か
が
、
産
業
起
こ
し
な
の

か
、
別
の
も
の
な
の
か
、
答
え
は
出
て

い
な
い
訳
で
す
が
、
町
民
全
員
の
課
題

と
し
て
早
急
に
し
っ
か
り
と
議
論
し
、

行
動
を
起
こ
し
た
い
も
の
で
す
。

�

〈
石
川
〉

編　
集　
後　
記 　

 

広
報
発
行
対
策
調
査
特
別
委
員
会

�

委 

員 

長　
石　
川　
達　
也

�

副
委
員
長　
香　
取　
亜　
希

�

委　
　
員　
中　
平　
茂　
明

�

委　
　
員　
圓　
山　
智
惠
美

�

委　
　
員　
本　
山　
修　
二

圓
山
議
員

町
道
三
原
古
市
線
に
よ
る
残
土
処
理

場
（
南
佐
木
）
の
整
備
事
業
が
令
和
3

年
度
に
完
了
す
る
。
こ
の
後
の
具
体
的

な
構
想
を
問
う
。

名
原
産
業
振
興
課
長

平
成
30
年
4
月
に
三
原
地
区
へ
進
出

い
た
だ
い
た
㈱
三
協
の
石
川
社
長
か
ら

は
地
元
住
民
の
憩
い
の
場
や
観
光
客
の

呼
び
込
み
の
場
と
も
な
る
よ
う
な
公
園

の
整
備
構
想
も
提
案
さ
れ
、
多
額
の
寄

付
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
こ
の
事
業
の

完
了
に
伴
い
南
佐
木
の
中
心
地
に
新
た

に
生
ま
れ
る
ゾ
ー
ン
の
有
効
活
用
の
検

討
は
必
須
で
あ
る
。
現
在
、
地
元
の

方
々
や
㈱
三
協
と
の
協
議
を
重
ね
て
お

り
、
年
度
内
に
は
、
方
向
性
を
固
め
て

い
く
。

圓
山
議
員

こ
の
事
業
の
素
案
に
対
し
て
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
っ
て
み
る
等
地

元
住
民
に
限
ら
ず
幅
広
い
層
の
関
係
を

持
ち
、
管
理
面
に
お
い
て
も
住
民
の
皆

さ
ん
に
と
っ
て
過
度
の
負
担
と
な
ら
な

い
よ
う
配
慮
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま

た
、「
多
世
代
の
皆
さ
ん
の
心
と
体
を

癒
す
場
」
と
し
て
利
用
者
目
線
で
公
園

の
整
備
、
活
用
を
今
後
、
進
め
て
い
た

だ
け
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

香
取
議
員

本
町
の
人
口
推
移
及
び
財
政
状
況
を

鑑
み
る
と
、
既
存
の
す
べ
て
公
共
施
設

を
将
来
に
わ
た
り
維
持
し
続
け
る
こ
と

は
不
可
能
で
あ
り
、
統
廃
合
を
含
め
た

公
共
施
設
の
再
配
置
を
計
画
的
に
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

平
成
29
年
に
策
定
さ
れ
た
川
本
町
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
は
、
建
物

施
設
の
総
延
床
面
積
を
30
年
間
で
30
％

以
上
縮
減
す
る
と
い
う
数
値
目
標
が
掲

げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
計
画
の
進
捗
状

公
共
施
設
の
床
面
積
縮
減

の
進
捗
を
問
う
。

湯
浅
総
務
財
政
課
長
＝
総
延
床

面
積
は
、
計
画
策
定
時
よ
り
増

加
し
て
い
る
。
町
民
の
理
解
を

得
な
が
ら
縮
減
を
進
め
た
い
。

況
と
今
後
の
取
り
組
み
を
問
う
。

湯
浅
総
務
財
政
課
長

令
和
２
年
度
末
現
在
の
公
共
施
設
の

総
延
床
面
積
は
６
万
６
千
900
㎡
で
あ

り
、
計
画
策
定
時
よ
り
１
千
359
㎡
増
加

し
て
い
る
。
目
標
達
成
に
は
、
既
存
の

施
設
の
統
廃
合
が
不
可
欠
で
あ
り
、
町

民
の
皆
様
の
理
解
を
得
て
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

香
取
議
員

20
～
30
年
の
長
期
に
わ
た
る
事
業
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
首
長
や
執
行
部
、
担

当
者
が
変
わ
っ
て
も
滞
る
こ
と
な
く
着

実
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
施
設
ご
と
の

個
別
計
画
を
具
体
的
に
定
め
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

野
坂
町
長

建
物
施
設
の
床
面
積
縮
減
の
必
要
性

は
強
く
認
識
し
て
い
る
。
町
の
行
財
政

の
バ
ラ
ン
ス
を
見
な
が
ら
、
そ
の
都

度
、
適
切
な
判
断
を
し
て
い
き
た
い
。

◎
そ
の
他
の
質
問

⃝
�

教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
・
ギ
ガ
ス
ク
ー
ル

構
想
の
現
状
に
つ
い
て
問
う
。

7 広報かわもと 2022.4
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第３次川本町男女共同参画推進計画を
策定しました。

川本町では男女の人権が尊重される男女共同参画社会が実現することを目的に「川
本町男女共同参画推進計画」を策定して、取り組みを行ってきました。このたび、今
後５年間の推進に向けた「第３次川本町男女共同参画推進計画」を策定しました。
男女の人権が尊重される男女共同参画社会の実現には、町民の皆さん一人ひとりが
お互いを認め合う意識が大切です。誰もが生き生きと豊かに暮らしていくために、一
人ひとりの個性と能力が発揮できる男女共同参画社会の実現を目指しましょう。

「第３次川本町男女共同参画推進計画」では、本町における男女共同参画の現状や
課題を踏まえ、３項目の基本目標と10項目の重点目標を定めています。

■基本目標Ⅰ　あらゆる分野で女性が活躍できる環境をつくる
重点目標１　あらゆる分野での活躍推進
重点目標２　安心して家庭や仕事に取り組むことができる環境づくり

■基本目標Ⅱ　�男女間格差のない男女共同参画社会の実現に向けた基盤をつ
くる

重点目標３　政策・方針決定過程における男女共同参画の推進
重点目標４　固定的な性別役割分担意識の改革と地域における慣行の見直し
重点目標５　男女共同参画に関する教育・学習の推進
重点目標６　地域・農林水産業及び商工業等における男女共同参画の推進
重点目標７　防災対策における男女共同参画の推進

■基本目標Ⅲ　人権が尊重され、安全・安心に暮らせる社会をつくる
重点目標８　男女間におけるあらゆる暴力の根絶
重点目標９　生涯を通じた男女の健康づくりの推進
重点目標10　だれもが安心して暮らせる環境の整備

　「第３次川本町男女共同参画推進計画」の全文は町のホームページに
掲載しています。
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生
涯
学
習
講
座

　
令
和
４
年
度
悠
々
大
学
の
受
講
者
募
集
に
つ
い
て

悠
々
大
学
と
は
、
50
歳
以
上
の
方
を
対
象

と
し
た
体
験
活
動
を
主
と
す
る
年
8
回
の
学

習
講
座
で
す
。

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
４
月
５
日
に
全

戸
配
布
し
た
申
込
書
に
、
必
要
事
項
を
ご
記

入
の
上
、
川
本
町
教
育
委
員
会
へ
郵
送
又
は

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■�

実
施
内
容　
川
本
町
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
、

座
学
講
座
、
体
力
測
定
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
体
験
な
ど

※�

講
座
に
よ
っ
て
は
、
個
人
負
担
を
い
た
だ

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※�

講
師
、
会
場
の
都
合
に
よ
り
日
程
・
内
容

を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

■�

申
込
締
切　
令
和
４
年
５
月
23
日

【
問
】
教
育
委
員
会�

☎
72－

０
５
９
４

民
法
改
正
に
よ
る
成
年
年
齢
引
き
下
げ
後
の

成
人
式
に
つ
い
て

令
和
４
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
改
正

民
法
に
伴
い
、
成
年
年
齢
が
20
歳
か
ら
18
歳

に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

川
本
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
成
年
年
齢
引

き
下
げ
後
も
従
来
ど
お
り
20
歳
を
対
象
に
、

名
称
を
変
え
て
開
催
し
ま
す
。

■�
名
称　
川
本
町
は
た
ち
の
集
い

■�

対
象
年
齢　
開
催
す
る
前
年
度
に
20
歳
を

迎
え
た
方

※�

18
歳
新
成
人
を
対
象
と
し
た
「
成
人
式
」

は
実
施
し
ま
せ
ん
。

■�

開
催
時
期　
８
月
14
日

■�

20
歳
を
対
象
と
す
る
理
由

・�

18
歳
を
対
象
と
し
た
場
合
、
受
験
や
就
職

勉
強
の
時
期
で
あ
り
、
人
生
に
お
い
て
大

切
な
時
期
で
あ
り
、
本
人
や
家
族
へ
負
担

が
か
か
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

・�

20
歳
は
飲
酒
や
喫
煙
を
含
め
、
全
て
の
年

齢
制
限
が
な
く
な
る
区
切
り
の
年
齢
で
あ

り
、
大
人
と
し
て
の
自
覚
を
促
す
に
ふ
さ

わ
し
い
時
期
と
考
え
ら
れ
る
。

【
問
】
教
育
委
員
会�

☎
72－

０
５
９
４

春
し　　　　き

夏秋冬を楽しむかわもとウォーキングのお知らせ

　「春
し き
夏秋冬を楽しむかわもとウォーキング」は、全４回にわたり町内の各地を巡るウォー

キング大会です！ウォーキングを通して、四季折々の川本町の魅力と運動の楽しさを感じ
てみませんか？
※第２回以降の日程は変更となる可能性がありますので、ご了承ください。
※新型コロナウイルスの感染状況によってはイベントが中止となる場合がありますので、ご了承ください。

・�現在、第１回（５／22）の申込を受け付けています。詳細は各ご家庭にお配りしている「第１
回　春夏秋冬を楽しむかわもとウォーキング」をご覧ください。
・�各回の参加者には景品をお渡しします（お子様用の景品もご用意しています）。更に、全４回参
加された方には追加の景品もございます！

� 【問】健康福祉課　☎72-0633 FAX72-0635
� 教育委員会　☎72-0594 FAX72-1061

第１回
５／22
日

第２回
11／13
日

第３回
１／15
日

第４回
３／12
日
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川
本
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
学
校
給
食
優
良
調
理
場
と
し
て
県
表
彰
！

　
川
本
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
、
令
和

３
年
度
島
根
県
体
育
・
健
康
優
良
学
校
等

表
彰｢

学
校
給
食
優
良
調
理
場
の
部｣

に
お

い
て
島
根
県
教
育
委
員
会
よ
り
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
賞
は
、
学
校
給
食
の
充
実
・
発
展

を
図
る
た
め
学
校
給
食
を
通
し
て
優
れ
た

食
育
の
取
組
を
行
っ
て
い
る
島
根
県
内
の

調
理
場
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
川
本
町
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
地
産
地
消
の
推
進
、

児
童
・
生
徒
へ
の
食
に
関
す
る
指
導
、
ま

た
研
究
大
会
で
の
実
践
発
表
等
が
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

４
／
７
（
木
）
事
故
ゼ
ロ
お
お
ち
出
陣
式

　
　
　
　
　
　
　
～
令
和
４
年
か
わ
も
と
春
の
陣
～

　
４
月
６
日
か
ら
15
日
ま
で
取
り
組
ま
れ

た
令
和
４
年
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に

合
わ
せ
、
道
の
駅
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
か
わ
も
と
で
『
事
故
ゼ
ロ
お
お

ち
出
陣
式
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
と
交
通
安
全
母
の
会
が
決
意

表
明
を
行
い
、
式
典
後
に
は
、
道
の
駅
前

の
国
道
２
６
１
号
線
で
、
安
全
運
転
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

令
和
４
年
度　
優
良
運
転
者
表
彰

　
邑
智
郡
交
通
安
全
協
会
と
島
根
県
交
通

安
全
協
会
で
は
、
無
事
故
・
無
違
反
優
良

運
転
者
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。
表
彰
区
分

概
要
は
下
表
の
と
お
り
で
す
が
、
県
表
彰

は
す
べ
て
自
己
申
告
制
度
と
な
っ
て
い
る

た
め
、
受
賞
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
期
限

内
に
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
表
彰
者　

〈
10
年
〉

　
郡
協
会
長
、
警
察
署
長

〈
20
年
・
30
年
・
40
年
〉

　
県
協
会
長
、
県
警
本
部
長

【
問
】�

邑
智
郡
交
通
安
全
協
会
川
本
支
部

事
務
局
（
総
務
財
政
課
）�

�

☎
72

－

０
６
３
1

提出書類
資格要件

区分期限
無違反 無事故 運転歴 条　件

口頭による申出
（免許証持参） ５年以上 10年以上 10年以上 － 10年

５／６

優良運転者表彰申 ５年以上 20年以上 20年以上 10年表彰
受賞者

20年
６／３

優良運転者表彰申
無事故・無違反証 ５年以上 30年以上 30年以上 20年表彰

受賞者
30年
６／３

優良運転者表彰申
無事故・無違反証 10年以上 40年以上 40年以上 30年表彰

受賞者
40年
６／３

申＝申請書　証＝証明書

写真右から
　島根県教育委員会　野津教育長、
　川本町学校給食センター　藤原センター長
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行
政
相
談
所
の
開
設

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
道
路
や
河
川
、

土
地
の
登
記
、
社
会
福
祉
、
医
療
・
年
金
な

ど
、
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な

い
、
国
や
行
政
機
関
に
対
す
る
手
続
き
で

困
っ
て
い
る
、
と
い
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？

こ
の
よ
う
な
問
題
に
つ
い
て
、
総
務
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
委
員
が
、
相
談

や
苦
情
、
ご
意
見
を
受
け
付
け
、
公
正
中
立

な
立
場
か
ら
、
相
談
者
へ
の
助
言
や
行
政
な

ど
関
係
機
関
に
改
善
の
申
し
入
れ
な
ど
を
行

い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■
令
和
４
年
度
の
日
程　

月　
日

時　
間

会　
場

６
月
15
日（
水
）

８
月
17
日（
水
）

10
月
12
日（
水
）

12
月
14
日（
水
）

２
月
15
日（
水
）

10
：
00

～

12
：
00

悠
邑
ふ
る
さ

と
会
館

　
中
会
議
室

■
行
政
相
談
委
員
（
敬
称
略
）　

　
森
川　
和
友

※
４
月
は
終
了
し
ま
し
た
。

※�

予
約
は
要
り
ま
せ
ん
が
、
相
談
者
が
複
数

の
場
合
は
、
別
室
で
お
待
ち
い
た
だ
く
こ

と
と
な
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
予
防
の

た
め
、
会
場
内
で
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

�

【
問
】
町
民
生
活
課　
☎
72

－

０
６
３
２

令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
に
伴
う

　
医
療
費
の
一
部
負
担
金
助
成
に
つ
い
て

　
被
災
さ
れ
た
方
が
医
療
機
関
を
受
診
さ
れ

た
際
に
生
じ
る
一
部
負
担
金
を
、
町
が
全
額

助
成
し
て
い
ま
す
。
申
請
期
限
は
領
収
書
に

記
載
し
て
あ
る
領
収
日
か
ら
２
年
間
で
す
の

で
、
ま
だ
お
済
み
で
な
い
方
は
お
忘
れ
の
な

い
よ
う
ご
申
請
く
だ
さ
い
。

■
対
象
と
な
る
期
間　

　
令
和
２
年
７
月
13
日
か
ら
10
月
31
日
ま
で

■
お
持
ち
い
た
だ
く
も
の　

　
①
領
収
書
原
本　
②
罹
災
証
明
書
の
写
し

　
③
振
込
口
座
が
わ
か
る
物
の
写
し

　
④
印
鑑　
⑤
保
険
証
の
写
し

※
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
】
健
康
福
祉
課�

　
☎
72

－

０
６
３
３

人
権
相
談
所
の
開
設

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
権
擁
護
委

員
に
よ
る
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

家
庭
内
の
問
題
や
近
所
間
の
も
め
ご
と
、

い
じ
め
、
体
罰
な
ど
、
人
権
に
関
す
る
心
配

ご
と
や
困
り
ご
と
な
ど
が
あ
れ
ば
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
令
和
４
年
度
の
日
程　

月　
日

時　
間

会　
場

６
月
２
日（
木
）

８
月
４
日（
木
）

12
月
６
日（
火
）

２
月
７
日（
火
）

13
：
00

～

16
：
00

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

川
本

■
人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）　

　

�

木
村　
慶
五
、
市
原　
和
正

　
上
田　
香
苗
、
原
田　
敏
子

※
予
約
は
不
要
で
す
。

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
予
防
の

た
め
、
会
場
内
で
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

�

【
問
】
町
民
生
活
課　
☎
72

－
０
６
３
２
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島
根
県
ひ
と
り
親
家
庭

住
宅
支
援
資
金
貸
付
制
度
の
ご
案
内

こ
の
制
度
は
、
自
立
に
向
け
て
意
欲
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
を
対
象

に
、
現
在
お
住
ま
い
の
住
居
の
家
賃
相
当
額

を
貸
し
付
け
る
も
の
で
す
。
貸
付
か
ら
１
年

以
内
に
就
業
し
、
更
に
１
年
間
就
業
を
継
続

す
る
等
、
条
件
を
満
た
し
た
場
合
、
貸
付
額

の
返
済
が
全
額
免
除
さ
れ
ま
す
。

■
貸
付
対
象
者　

次
の
⑴
～
⑷
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

⑴　
島
根
県
内
に
居
住
し
て
い
る
方

⑵　

�

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
も

し
く
は
そ
れ
に
準
ず
る
方
（
児
童
扶
養

手
当
の
支
給
要
件
に
は
該
当
す
る
が
、

全
部
停
止
中
又
は
認
定
請
求
を
し
て
い

な
い
方
で
、
世
帯
の
所
得
が
児
童
扶
養

手
当
支
給
水
準
に
あ
る
方
）

⑶　

�

市
町
村
等
の
ひ
と
り
親
家
庭
支
援
窓
口

で
、
就
業
に
向
け
た
目
標
等
を
定
め
た

「
母
子
・
父
子
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
」（
以
下
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
」）
を
策
定

し
た
方

⑷　

�

現
在
就
業
し
て
い
な
い
方
で
、
住
宅
支

援
資
金
の
貸
付
を
最
初
に
受
け
た
日
か

ら
１
年
以
内
に
就
業
（
現
在
就
業
し
て

い
る
方
で
、
貸
付
後
１
年
以
内
に
よ
り

高
い
所
得
が
見
込
ま
れ
る
転
職
等
を
す

る
方
を
含
む
）
し
、
１
年
間
引
き
続
き

就
業
を
継
続
す
る
意
思
の
あ
る
方

※�

予
算
の
上
限
に
達
し
次
第
、
貸
付
申
請
を

締
め
切
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

■
貸
付
条
件　

⑴　

�

貸
付
額
…
現
在
入
居
し
て
い
る
住
居
の

家
賃
の
実
費
相
当
額

　
　
※�

管
理
費
、
共
益
費
を
含
み
、
敷
金
、

礼
金
、
駐
車
場
代
、
光
熱
水
費
、
食

費
、
修
繕
費
等
は
対
象
外
と
し
ま

す
。
上
限
額
は
月
額
４
万
円
ま
で
、

貸
付
期
間
は
原
則
と
し
て
12
か
月
以

内
と
し
ま
す
。

⑵　
利
子
…
無
利
子

⑶　
保
証
人
…
不
要

【
問
】�

島
根
県
青
少
年
家
庭
課
ひ
と
り
親
支

援
グ
ル
ー
プ

�

☎
０
８
５
２

－

22

－

６
６
８
８

全
国
戦
没
者
追
悼
式
の
参
列
者
を
募
集
し
ま
す

島
根
県
で
は
、
先
の
大
戦
に
よ
り
亡
く
な

ら
れ
た
方
に
追
悼
の
誠
を
さ
さ
げ
、
平
和
を

祈
念
す
る
た
め
、
政
府
主
催
に
よ
り
実
施
さ

れ
る
「
全
国
戦
没
者
追
悼
式
」
式
典
に
島
根

県
遺
族
代
表
と
し
て
参
列
し
て
い
た
だ
く
方

を
募
集
し
ま
す
。

■
と 

き　
８
月
14
日
（
日
）～
15
日
（
月
）

１
泊
２
日
（
式
典
は
８
月
15
日
）

■�

と
こ
ろ　
日
本
武
道
館
（
東
京
都
千
代
田

区
北
の
丸
公
園
２
番
３
号
）

■
対 

象　

（
以
下
の
全
て
を
満
た
す
県
内
在
住
の
方
）

⑴　

�

日
華
事
変
（
昭
和
12
年
７
月
７
日
）
以

降
の
軍
人
・
軍
属
等
戦
没
者
の
遺
族

⑵　

�

戦
没
者
の
遺
族
で
あ
る
配
偶
者
、
子
、

父
母
、
兄
弟
姉
妹
、
孫
、
甥
姪
、
曽

孫
、
子
・
兄
弟
姉
妹
・
孫
・
甥
姪
の
配

偶
者
、
18
歳
未
満
の
遺
族
（
令
和
４
年

８
月
15
日
時
点
）
と
そ
の
保
護
者

⑶　

�

健
康
状
態
良
好
で
、
２
日
間
の
団
体
行

動
に
耐
え
ら
れ
る
方
（
介
助
者
な
し
で

行
動
が
可
能
で
あ
る
こ
と
）

　
※
こ�

れ
ま
で
に
全
国
戦
没
者
追
悼
式
に
参

列
し
た
こ
と
が
な
い
方
を
優
先
し
ま

す
。

　
※�

戦
没
者
１
名
に
つ
き
１
名
の
参
列
を
原

則
と
し
ま
す
。（
子
・
兄
弟
姉
妹
・

孫
・
甥
姪
の
配
偶
者
が
夫
婦
で
参
列
す

る
場
合
及
び
18
歳
未
満
遺
族
と
そ
の
保

護
者
が
参
列
す
る
場
合
を
除
く
）

■�

参
加
費　
松
江
市
を
起
点
と
し
た
東
京
ま

で
の
往
復
運
賃
と
宿
泊
費
は
公
費
で
定
額

助
成
し
ま
す
。
そ
の
他
の
費
用
は
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
。（
参
加
費
は
無
料
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。）

■
申
込
期
限　
５
月
25
日
（
水
）

■�

応
募
方
法　
町
民
生
活
課
に
お
い
て
、
備

え
付
け
の
「
申
込
書
」
で
お
申
込
く
だ
さ

い
。

■
そ
の
他　

⑴　

�

全
応
募
者
の
中
か
ら
続
柄
、
年
齢
等
を

考
慮
の
う
え
県
で
選
考
い
た
し
ま
す
。

⑵　

�

参
列
が
決
定
し
て
か
ら
辞
退
さ
れ
る

と
、
時
期
に
よ
っ
て
は
キ
ャ
ン
セ
ル
料

を
支
払
っ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
。

⑶　

�

選
考
結
果
は
、
７
月
中
旬
こ
ろ
ま
で
に

島
根
県
高
齢
者
福
祉
課
よ
り
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

⑷　

�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

状
況
に
よ
り
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

【
問
】
町
民
生
活
課�

☎
72

－

０
６
３
２

　

 

島
根
県
高
齢
者
福
祉
課

�

☎
０
８
５
２

－

22

－

５
２
４
０
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Vol.19まちのじんけんほっとスペース

３
月
20
日
（
日
）、
三
原
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
で
人
権
サ
ロ
ン
が
開
か
れ
ま
し
た
。
当
日

は
、
25
名
の
親
子
の
皆
さ
ん
に
集
ま
っ
て
い
た
だ

き
、
三
原
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
に
よ

る
紙
芝
居
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
ア
ニ
メ
の
鑑
賞
、
参
加
者
に

よ
る
感
想
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

紙
芝
居
「
や
せ
い
ぬ　

ニ
ー
ド
ル
」
は
、
や

せ
っ
ぽ
っ
ち
の
犬
と
コ
ッ
ク
さ
ん
の
交
流
を
描
い

た
と
て
も
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
作
品
で
し
た
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ

ア
ニ
メ
「
く
ま
の
お
い
し
ゃ
さ
ん　
す
て
き
な
コ

ン
サ
ー
ト
」
は
、
く
ま
の
お
医
者
さ
ん
が
昔
助
け

た
幼
馴
染
み
の
歌
手
と
再
開
す
る
心
あ
た
た
ま
る

作
品
で
し
た
。
ど
の
作
品
も
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
、
食
い
入
る
よ
う
に
鑑
賞
し

て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

感
想
交
流
で
は
、
子
ど
も
た
ち
は
上
手
く
言
葉
で
は
表
現
で
き
な
い
部
分
も

あ
り
ま
し
た
が
、
真
剣
な
表
情
か
ら
も
思
い
や
り
に
つ
い
て
し
っ
か
り
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
か

ら
は
、「
子
ど
も
た
ち
の
心
に
他
人
を
思
い
や
る
気
持
ち
が

少
し
で
も
芽
生
え
る
と
い
い
と
思
い
ま
し
た
」「
く
ま
の
お

医
者
さ
ん
が
他
人
の
た
め
に
貢
献
し
て
い
る
姿
に
感
動
し
ま

し
た
」
な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
行
わ
れ
た
人
権
サ
ロ
ン
は
、
人
権
課
題
を
直
接
考
え

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
親
子
で
一
緒
に
一
つ

の
物
語
に
ふ
れ
る
こ
と
で
、
内
容
と
感
動
を
親
子
で

共
有
す
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
で
は
、
今
年
度
も
人
権
を
テ
ー
マ
に

し
た
サ
ロ
ン
や
集
い
等
を
開
催
す
る
予
定
に
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
皆
様
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

�

（
文
責
：
派
遣
社
会
教
育
主
事　
竹
田
進
吾
）

親
子
で
一
緒
に
心
あ
た
た
ま
る
作
品
の
鑑
賞
♪

�

～
三
原
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
人
権
サ
ロ
ン
～

令
和
４
年
度
川
本
町
新
規
採
用
職
員

坂
町
人
事
交
流
職
員宮　

野　
達　
輝

坂
町
出
身
・
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　
人
事
交
流
と
し
て
広
島
県
安
芸
郡
坂
町
か
ら
参
り
ま

し
た
。
川
本
町
の
発
展
に
尽
力
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

青　
木　
　
　
聡

浜
田
市
出
身
・
町
民
生
活
課

　
川
本
町
の
こ
と
を
も
っ
と
知
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

堂　
面　
　
　
諒

川
本
町
出
身
・
健
康
福
祉
課

　
何
事
に
も
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

森　
谷　
草　
太

川
本
町
出
身
・
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　
川
本
町
の
魅
力
を
よ
り
引
き
出
せ
る
よ
う
に
頑
張
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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　このたびの人事異動で、江津市立江津東小学校より参りました
星野明洋です。出身は江津市で、現在は浜田市金城町から通って
きています。今年は「えがお　かわもと」を合い言葉に、えがお
やほほえみでいっぱいの学校になるようがんばっていこうと思い
ます。この出会い（縁）を大切にし、川本町についていろいろ知っ
ていこうと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。

校長
星
ほし

野
の

　明
あき

洋
ひろ

前任校：江津市立江津東小学校　専門教科等：小学校、中学校・高校国語の免許を所有

　平成15年度から４年間、川本西小学校に勤めておりました。当
時お世話になった方々や、今では立派な社会人となられた川西っ
子たちに、まちでお会いできることを楽しみにしています。これ
から子どもたちを保健室から見守り、支えていきたいと思ってい
ます。どうぞよろしくお願いいたします。

　生徒の皆さんが安心して勉学に励まれるよう環境美化に努めま
す。趣味程度ですが若干の絵心が有りますので聞いてください。

養護教諭
大
おお

橋
はし

　史
ふみ

惠
え

スクールサポートスタッフ
毛
もう

利
り

　幸
ゆき

治
はる

前任校：邑南町立高原小学校　部活動：全体

職務：総務・学習関係のサポート

　川本町での勤務は初めてですが、子どもたちがまた食べたいと
思えるような、川本町の魅力を詰め込んだ愛情たっぷりの給食を
つくりたいと思います。皆様に助けていただきながら、精一杯が
んばります。どうぞよろしくお願いいたします。

栄養教諭
田
た

中
なか

　美
み

羽
は

前任校：邑南町立石見中学校　専門教科等：給食、食に関する指導

　生活支援員として、みなさんの名前を早く覚えてがんばってい
きたいと思います。よろしくお願いします。

生活支援員
中
なか

垣
がき

　宜
のり

子
こ

職務：学級での授業補助　座右の銘：急がば回れ

新任教職員紹介

川
本
小
学
校

川
本
中
学
校
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対
面
式
・
部
活
動
紹
介
を
行
い
ま
し
た

４
月
11
日
（
月
）
島
根
中
央
高
校
第
16
期
生
89
名
が

期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
入
学
し
ま
し
た
。
新
入
生
は
家

庭
ク
ラ
ブ
手
作
り
の
コ
サ
ー
ジ
ュ
を
胸
に
、
堂
々
と
式

に
臨
み
ま
し
た
。

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
保
護
者
の
皆
様
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

次
は
、
新
入
生
（
川
本
中
出
身
）
の
皆
さ
ん
の
声
で
す
。

４
月
12
日
（
火
）、
在
校
生
と
新
入

生
が
対
面
式
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

吹
奏
楽
部
に
よ
る
歓
迎
演
奏
や
部
活

動
紹
介
も
合
わ
せ
て
行
い
ま
し
た
。

部
活
動
紹
介
で
は
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

ビ
デ
オ
を
使
う
な
ど
工
夫
し
た
紹
介

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

〈
中
島
　
愛
梨
さ
ん
〉

　
生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
川
本
町
に
あ
る
島
根
中
央
高
校

で
３
年
間
を
過
ご
し
、
自
分
の
幅
を
広
げ
た
い
と
思
い

入
学
を
決
め
ま
し
た
。
部
活
動
や
勉
強
は
も
ち
ろ
ん
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
き
た
い

で
す
。

〈
安
田
　
優
衣
さ
ん
〉

　
入
学
を
決
め
た
き
っ
か
け
は
地
元
の
川
本
町
で
高
校

生
活
を
送
り
た
い
と
思
っ
た
こ
と
で
す
。
悔
い
の
な
い

３
年
間
に
な
る
よ
う
、
勉
強
も
部
活
も
頑
張
り
た
い

で
す
。

令
和
4
年
度
入
学
式

�
16
期
生
89
名
が
入
学
　

校長式辞（上）
新入生代表宣誓（下）

伊藤咲来さん(川本中出身）

吹奏楽部の歓迎演奏介

カヌー部の紹介

〈
飯
田
　
光
さ
ん
〉

　
色
ん
な
個
性
を
持
っ
た
人
が
中
央
高
校
に
多
く
来
る

と
聞
い
て
入
学
を
決
め
ま
し
た
。
勉
強
は
難
し
く
な
る

と
思
い
ま
す
が
、
頑
張
り
ま
す
。
部
活
動
で
は
結
果
を

残
せ
る
よ
う
頑
張
り
た
い
で
す
。

〈
大
畑
　
真
菜
さ
ん
〉

　
入
学
を
決
め
た
理
由
は
家
か
ら
近
く
通
い
や
す
い
こ

と
と
、
県
外
生
な
ど
と
関
わ
る
こ
と
が
で
き
貴
重
な
体

験
が
で
き
る
こ
と
で
す
。
高
校
で
は
し
っ
か
り
挨
拶
を

し
、
礼
儀
を
正
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

〈
梶
　
諒
大
さ
ん
〉

　
こ
の
春
、
中
央
高
校
に
入
学
し
野
球
部
に
入
部
し
ま

し
た
。
練
習
は
厳
し
い
で
す
が
、
兄
に
教
え
て
も
ら
い

な
が
ら
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
中
学
校
か
ら

生
徒
が
集
ま
っ
て
い
る
の
で
、
友
達
を
作
り
充
実
し
た

高
校
生
活
を
送
り
た
い
で
す
。

〈
島
津
　
浩
輔
さ
ん
〉

　
地
元
の
川
本
町
で
高
校
生
活
を
送
り
た
い
と
思
っ
た

の
で
入
学
を
決
め
ま
し
た
。
悔
い
の
な
い
３
年
間
に
な

る
よ
う
部
活
も
勉
強
も
頑
張
り
た
い
で
す
。
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電話 0855-72-0025  Fax 0855-72-1061電話 0855-72-0025  Fax 0855-72-1061
開館時間：9時～18時　土日9時～17時開館時間：9時～18時　土日9時～17時
休 館 日：休 館 日：火曜日・祝日・月末整理日・年末年始火曜日・祝日・月末整理日・年末年始

かわもと図書館かわもと図書館

No.299

2022年
４月号

ミ
シ
ン
と
金
魚

永
井
み
み
著

集
英
社

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
に�

や
さ
し
い
天
然
生
活
の

料
理
入
門

扶
桑
社
刊

ク
ラ
ウ
ド
の
城大

谷
睦
著

光
文
社

漆
花
ひ
と
つ澤

田
瞳
子
著

講
談
社

空
に
ピ
ー
ス藤

岡
陽
子
著

幻
冬
舎

刑
事
弁
護
人

薬
丸
岳
著

新
潮
社
刊

花
を
さ
か
せ
た
が
ら
な
い

小
さ
な
キ
ャ
ベ
ツ

中
脇
初
枝 

再
話

う
え
の
あ
お 

絵

偕
成
社

ぼ
く
た
ち
の
ス
ー
プ
運
動

ベ
ン
・
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
作

渋
谷
弘
子
訳

評
論
社

お
ば
け
の
ア
ッ
チ�

あ
か
ち
ゃ
ん
は
ド
ド
ン
！

角
野
栄
子
作

佐
々
木
洋
子 

絵

ポ
プ
ラ
社

け
ん
か
の
た
ね

ラ
ッ
セ
ル
・
ホ
ー
バ
ン
作

小
宮
由
訳

大
野
八
生 

絵

岩
波
書
店

の
い
ち
ご
つ
み

さ
と
う
わ
き
こ 

作
絵

福
音
館
書
店

は
じ
め
て
の
脱
炭
素

す
な
だ
ゆ
か 

作
絵

小
峰
書
店

一　
　

般　
　

書

児　
　

童　
　

書

新　
刊　
案　
内　
お
す
す
め
の
一
冊

 

そ
の
他
多
数
あ
り
ま
す
。

５月の展示テーマ

掲
示
板

あそびのひろば＆えほんのじかん
５月20日（金）10：00～11：30
　読み語り　移動図書館

《一 般 書》
緑を楽しもう
新緑が気持ちのよい季節となりまし
た。収穫が楽しみな家庭菜園やガー
デニングなどの本を展示貸出します。

《児 童 書》
こども読書週間に合わせて、「読み継がれている
絵本や児童書」の展示をします。
みどりがいっぱい
野原や草花、森の木の絵本を
集めて展示貸出します。

「2022年本屋大賞」を
展示しています。

2022年の本屋大賞の受賞作品を展示しています。
この機会に話題の小説を読んでみませんか。ノミ
ネート作品も展示しています。

「同志少女よ、敵を撃て」
●逢坂冬馬 著　早川書房

　本屋大賞は、１年間に出版され
た本のなかから書店員さんが「面
白かった」「売りたい」「お客さん
にすすめたい」と思った本を投票
して選ばれた本です。

４月23日 川本町読書の日

～メディアから離れ本で親子のふれあいを！～
　４月23日は法律で定められた子ども読書の日
です。川本町ではこの日を川本町読書の日に指定
しています。

　小さいときから本を読む楽しさを知っていることは子
どもが大きくなるためにとても大切なことです。
　子どもに読書を勧めるだけではなく、大人にとって
も子どもの読書の大切さを考えるとき、それが「こど
もの読書週間」です。
� ※（公社）読書推進運協議会HPより

おたのしみ袋貸出
　年代別に選んだ本をセットにして貸出します。
どんな本が入っているかは開けてのお楽しみです！
期　間 	 ４月23日（土）～

	 ※無くなり次第終了します。

こどもの読書週間
４月23日（土）

～
５月12日（木）
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悠邑ふるさと会館催し物案内

NHKのど自慢　臨時駐車場のご案内
　５月29日（日）に開催される「NHKのど自
慢」当日は駐車場の混雑が予想されます。下
記の臨時駐車場もご利用ください。
※�臨時駐車場から徒歩10分程度かかります。
時間に余裕を持ってご来場ください。

【駐車場案内】
第１駐車場 　会館駐車場（音戯館側）
第２駐車場 　川本合同庁舎駐車場
第３駐車場 　川本中央駐車場

悠邑名画シアター2022
　今年度の第一弾は「島根の名作を楽しむ」をテーマに選んでみました。20年前の2002年に公開さ
れた錦織良成監督による作品です。旧平田市の小学校とフェリーが交流していた実話を元に映画化。
夢を叶えようとする素直な心と優しい気持ちの可能性を描いた、感動エンターテインメント。真っ青
な日本海の美しさと、少年達の躍動感溢れる演技をお楽しみください。

上映作品 　白い船
日　時 　令和４年６月12日（日）　10時～　14時～〈２回上映〉
料　金 　500円／未就学児無料、まげなフリーパス提示で無料
会　場 　悠邑ふるさと会館　大ホール

昨年度にお配りした「悠邑名画シアター ポイントカード」をお持ちの方は忘れずにお持ちください。

島根中央高校

合同庁舎

ハローワーク

川本警察署銀行

悠邑
ふるさと会館

かわもと
おとぎ館

川本小学校

川本大橋

江の川

石
見
川
本
駅

エネオス

291

40

文

文

〒

第 1駐車場

第 3駐車場

第 2駐車場
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お
知
ら
せ

２
０
２
２
年
度
移
動
ナ
ー
ス
バ
ン
ク

（
就
業
相
談
会
）
開
催

　
島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
就
業
を

希
望
し
て
い
る
看
護
職
に
対
し
て
、
求
人
情

報
の
提
供
お
よ
び
就
業
の
斡
旋
、
就
業
の
た

め
に
必
要
な
相
談
お
よ
び
研
修
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
年
度
も
左
記
の
と
お
り
移
動

ナ
ー
ス
バ
ン
ク
（
就
業
相
談
会
）
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

【
会　
場
】
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
石
見
大
田
（
大

田
市
大
田
町
大
田
ロ
１
１
８
２

－

１
）

【
日　
時
】
毎
月
第
４
水
曜
日　

13
：
00
～

16
：
00　
※
11
月
と
12
月
は
第
３
水
曜
日

４
／
27
・
５
／
25
・
６
／
22
・
７
／
27
・

８
／
24
・
９
／
28
・
10
／
26
・
11
／
16
・

12
／
21
・
１
／
25
・
２
／
22
・
３
／
22

問
公
益
社
団
法
人
島
根
県
看
護
協
会

　
島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

�

☎
０
８
５
２

－

27

－

８
５
１
０

自
動
車
税
種
別
割
の
納
付
に
つ
い
て

　
納
税
通
知
書
と
、
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
が

あ
れ
ば
、
便
利
な
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
も

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

【
納
税
通
知
書
発
送
日
】
５
月
２
日
（
月
）

【
納
期
限
】
５
月
31
日
（
火
）

【
納
付
方
法
】

　
ス
マ
ホ
・
パ
ソ
コ
ン
で
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
納
付
（
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 

Ｐ

ａ
ｙ
、
ｄ
払
い
、
ａ
ｕ 

Ｐ
Ａ
Ｙ
、
Ｊ

－

Ｃ

ｏ
ｉ
ｎ 
Ｐ
ａ
ｙ
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
）、
コ
ン
ビ

ニ
、
金
融
機
関
や
県
民
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
な

ど
（
詳
し
く
は
島
根
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
）

【
納
期
限
ま
で
の
納
税
が
難
し
い
方
へ
】

　

一
定
の
要
件
に
該
当
す
れ
ば
、
申
請
に

よ
っ
て
納
税
の
猶
予
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
島
根
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
島
根
県
西
部
県
民
セ
ン
タ
ー
収
納
管
理
課

�

☎
０
８
５
５

－

29

－

５
５
２
２

あ
な
た
の
大
切
な
遺
言
書
を
法
務
局

（
遺
言
書
保
管
所
）
が
保
管
し
ま
す

　
法
務
局
（
遺
言
書
保
管
所
）
で
は
、
令
和

２
年
７
月
10
日
か
ら｢

自
筆
証
書
遺
言
書
保

管
制
度｣

を
開
始
し
て
い
ま
す
。
皆
様
の
大

切
な
財
産
を
確
実
に
託
す
方
法
の
一
つ
と
し

て
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
手
続
等
に
は
事
前
予
約
が
必
要
で

す
。
詳
し
く
は
、
松
江
地
方
法
務
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
又
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
松
江
地
方
法
務
局
浜
田
支
局

�

☎
０
８
５
５

－

22

－

０
９
５
９

広げよう 事故ゼロかわもとの 思いやり

飲　酒 物　損 死傷者 人　身

0 6 0 0 川
本
町（0） （8） （0） （0）

0 13 0 0 川
本
町

累
計（1） （17） （0） （0）

0 29 1 1 郡
内

月
計（0） （24） （1） （1）

※（　）内は前年同月数

◇
交
通
事
故
・
違
反
発
生
状
況

�

（
令
和
4
年
3
月
末
）



日 月 火 水 木 金 土

くらしの情報カレンダー 5 月

 休館日
 休館日

 休館日
 休館日

 休館日
 休館日 休館日

 休館日
 休館日

 休館日
 休館日

《４月の納税》
◆ 固定資産税
◆ 国民健康保険税
◆ 後期高齢者医療保険料
《５月の納税》
◆ 軽自動車税
◆ 国民健康保険税
◆ 後期高齢者医療保険料
※必ず納期限までに納めましょう。

：健康相談・検診　　　 ：�公民館
：悠邑ふるさと会館　　 ：図書館
：三原まちづくりセンター
す：�すこやかセンター（社会福祉協議会）
：�子育てサポートセンター
：学校　　 ：保育所
：観光協会
：ドクターカー巡回
：休日診療情報 10：00～16：00
　　（変更となる場合があります）

：�ゴミ収集
Ａ地域（�木路原・日の出・上新町・中新町・下新町・元町・本町・

天神町・谷・市井原・長原・矢谷・芋畑・双葉・中倉・日向）
Ｂ地域（�因原・三大字・多田・久座仁・谷戸・三島・笹畑）
Ｃ地域（�西・八幡・三原・田窪・南佐木・親和・湯谷・三俣）

〔燃えるごみの収集日〕毎週火曜日・金曜日（町内全域）
〔容器包装 プラスチックの収集日〕毎週木曜日（町内全域）
〔ペットボトルの収集日〕毎月第１・３水曜日（町内全域）
〔容器包装 紙の収集日〕毎月第２・４水曜日（町内全域）

 休館日
 休館日

 休館日
 休館日

 休館日

 休館日

11 2 33 44 55 6 7
ストリートピアノ
（道の駅）

カン・ビン・新聞・
雑誌・段ボール・
不燃ごみ（A地域）

憲法記念日 みどりの日 こどもの日 カン・ビン・新聞・
雑誌・段ボール・
不燃ごみ（B地域）
あいさつの日

レールバイク

 �邑智病院 
大隅医院

 �三上医院 
波多野診療所

 �邑智病院 
加藤病院

 �邑智病院 
加藤病院

88 9 10 11 12 13 14
カン・ビン・新聞・
雑誌・段ボール・
不燃ごみ（C地域）

乳幼児相談＆健
康相談
　9：30～10：00
　（三原まちづくり
センター）
　13：30～14：00
　（西公民館）

 �邑智病院 
加藤病院

1515 16 17 18 19 20 21
邑智クリーンセ
ンター直接搬入
　（一般家庭ごみ）
9：00～16：00

/ あそびのひろ
ば＆乳幼児相談
　10：00～11：30
　（すこやかセンター）
健康相談
　11：00～11：30

食育の日

 �星ヶ丘クリニック 
加藤病院

2222 23 24 25 26 27 28
春夏秋冬を楽しむ
かわもとウォーキ
ング（笹遊里）
アウトドアイベ
ント（笹遊里）

芋畑集会所
　9：00～10：00
　田窪自治会館
　11：00～12：00

NHKのど自慢
（予選会）

 �上田医院 
加藤病院

2929 30 31
NHKのど自慢

 �前眼科医院 
大隅医院

※�新型コロナウイルス感染症の状況により予定が変更となる場合が
あります。
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ホームページアドレス https://www.town.shimane-kawamoto.lg.jp/　
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こ
の
広
報
紙
は
環
境
に
や
さ
し
い
再
生
紙
と
ベ
ジ
タ
ブ
ル
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

－file 94－

20広報かわもと2022.4

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
人
事
交
流
で
坂

町
派
遣
と
な
り
ま
し
た
横
宮
で
す
。

先
日
、
梅
の
花
を
見
な
が
ら
『
さ
か
・

な
ぎ
さ
公
園
』
か
ら
坂
中
学
校
ま
で
の
間

を
散
歩
し
て
い
る
と
、
歩
道
に
埋
め
込
ま

れ
た
花
こ
う
岩
を
発
見
し
ま
し
た
。
な
ん

と
、
そ
の
花
こ
う
岩
に
は
、
採
れ
た
国
か

ら
坂
町
ま
で
の

距
離
が
書
い
て

あ
り
、
全
部
見

て
み
る
と
12
カ

国
分
も
あ
り
ま

し
た
。

地
元
の
方
か
ら
は
『
世
界
の
石
ロ
ー

ド
』
と
呼
ば
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

2
年
目
に
突
入
し
た
坂
町
生
活
に
も
慣

れ
た
気
が
し
て
い
る
今
日
こ
の
頃
、
今
年

度
も
「
横
宮
放
浪
記
」
を
も
っ
と
楽
し
み

に
し
て
も
ら
え
る
よ
う
精
一
杯
取
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
、
新
た
な
発
見
の
た
め

に
散
歩
（
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
）
を
始
め
て
み

よ
う
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

横
宮
放
浪
記横

宮　
優
佑

（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

 �

社
会
教
育
係
）

編
集
後記

　4月から本紙を担当することとなりました。色々なまちの出来事を皆様にお届けしたいと思います。よろしくお願
いいたします。

川本町の人口 令和４年３月31日現在
※（　）は前月との増減

※ 住民基本台帳を基にした、令和４年３月中の異動状況

3,065人
（前月比 －73人）

（前年同期：3,160人）

合 　　計 男 1,444人（－43人）
女 1,621人（－30人）

転　入　24人 出　生　 0人 その他　 0人
転　出 93人 死　亡　 4人 その他　 0人

増
減

うち65歳以上 1,416人
うち15歳未満 286人
世帯数 1,592戸

三江線の廃線から4年となる令和4年3月31日に、石見川本駅でレールバイク乗車体験イベント
が開催されました。今回は初の試みとなる往復約2キロの延伸走行も行われ、参加者は、線路のゴ
トンゴトンという小気味よい音を聞きながら、乗車体験を楽しんでおられました。
待合室には、三江線が走っていた頃の写真が数多く展示され、訪れた人たちが当時の様子を懐か
しんでいました。

レ
ー
ル
バ
イ
ク
乗
車
体
験

　
イ
ベ
ン
ト
と
三
江
線
写
真
展

3/31
㈭

『川本町空き家バンク』を活用しませんか？
　『川本町空き家バンク』とは町内の空き家物件を
公開し川本町に住居を構えたい方などに情報提供
し、物件所有者と購入や賃貸を希望される利用希望
者をマッチングするしくみです。
ご相談・お問い合わせは

「かわもと暮らし」まで ☎74－2110
E-mail: info@kawamotogurashi.jp
HP: http://www.kawamotogurashi.jp

広
報
か
わ
も
と
　
４
月
　
№
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令
和
４
年
４
月
20日

発
行


